
●自由記述欄にお寄せいただいたご意見に、園としての回答（反省、説明、理解、お願い等）をまとめました。

　たくさんのご意見をありがとうございました。今回の回答がすべての方にご満足いただけることはないと思います。

　価値観が多様化している時代でもありますので皆さんに意見をいただきながら、園として検討していきたいと考えて

　います。疑問・質問・意見などがありましたらいつでもお声かけください。

項目

保育環境

挨拶

生活習慣

食事

保護者の方からの自由記載内容 園としての検討内容および回答

・園庭の木の遊具、各クラスのロフトについて。子ども達の

体力向上になり良いと思うのですが、ささくれが出てきた時

に怪我をしてしまうのではないかと心配です。園の中だと裸

足で行動しているので足の裏に怪我をしたりしないか…大変

だとは思いますが定期的に点検していただけると安心です。

・園庭整備によって魅力的な遊具が増えて保護者としてもわ

くわくさせられます。

・環境整備によって子ども達は体を動かす工夫、考えるよう

になったと思います。

保育環境整備の取組みについてご理解いただきありがとうご

ざいます。子ども達は「あの場所に行きたい！」と思うと、

自分自身の力をたくさん使って、どうやったら到達できるか

繰り返し試しています。その姿には本当に感心します。

子どもの挑戦を安心して応援するためには、大人が安心して

見守れることが必要です。天然の木材を使用しているため劣

化は避けられませんが、職員が触ったり登ったり揺らしたり

しながら点検し、ささくれや、ゆるみ、ガタつきが気になれ

ば自分たちで修理をしています。

子ども自身が危険回避の力を身に付けることは生涯にわたっ

て重要になります。力を獲得する過程で小さなケガが起こる

ことがあります。園では万一の落下に備えて、地面を柔らか

くしています。

・子どもが楽しめるようにロフトを作ったり、水遊びをした

りしてくださっているのは感謝していますが、登っている所

やロフトの上から落ちないように先生達の目が行き届いてい

るのか心配。

・ここ数年でこども園の環境は変わりましたが、基本的なこ

と（はし、スプーン、フォーク等）子ども達にとって必ずい

ることは教育として実施して頂ければ幸いです。行っている

のであればすみません。

食事は生きるための重要な活動のひとつです。食事を前向き

に捉えるためには、食事を楽しい時間と感じることが最優先

と考えています。園での食事は０歳児では子どもと大人１対

１からスタートし、自分である程度食べ進められるようにな

ると数人の子どもで一緒に食べるようにしています。複数の

子どもが同時に食べる食事場面で、個々の子どもの箸やス

プーン・フォークの持ち方を繰返し伝えることは難しいた

め、その点はご家庭の役割としてお願いしたいと思います。

・質問項目にあります「あいさつができる教育・保育」とは

どのような内容か伝わらず、日頃から行っているかわかりま

せん。

挨拶などの習慣は、大人が見本を見せることによって身に付

いていくことが多いと思います。園では朝や帰り、食事の場

面などでの挨拶の言葉を繰返し丁寧に口にするよう心がけて

います。

・参観日のとき、部屋に子ども達（３人くらい）だけで数

10分程過ごしているのを目にしました。ケンカしたのか、

転んだのか1人泣いていましたが誰も先生達は気付いていま

せんでした。色々工夫して子ども達のために取組みをしてく

ださっているのはわかりますが、安全に園の生活が送れるよ

うに配慮していただけると親としても安心して預けることが

できます。

子どもの活動が戸外と室内に分かれる場合は、子どもの人数

などによって職員も分かれて配置しています。ご指摘の状況

も室内担当の職員はいたはずですが、部屋以外のところに居

たのですね。活動中のすべての子どもから常時目を離さない

ということは出来ませんが、職員を適正に配置しながら、

困ったときは大人や友だちを頼り、お互いに助け合える人間

関係を育んでいきたいと考えています。

・食事のマナーや食べる順番が気になります。家でもすぐに

「いらない」ということが多くなりました。

食事を座って食べるなど最低限必要なことは園でも伝えてい

ますが、箸の持ち方など個人差の大きいものについては、他

の子どもや大人の姿を見て真似てみたいという子どもの気持

ちから自然に育てていきたいと考えています。

苦手なものは一口食べてみるよう声をかけていますが、同時

に食べたくないという子どもの気持ちも尊重し、無理には勧

めません。食べる順番についても子どもに任せています。

ご家庭によって味付けが違うのと同じように、食事で大事に

したいこともまた違いがあって当然だと思います。お子さん

が「園では…」と話すこととご家庭で大切にしたいことが異

なる場合は、「園ではそうでも、うちでは○○だよ」と伝え

ていただくのも良いのではないでしょうか。大好きなお父さ

んお母さんが伝える言葉はきっとお子さんの心に響くと思い

ます。



遊び

保護者参加の

行事など

交流

小学校

運動会

写真

全般

・園に通い出してから毎日いろんな成長を感じるようになり

ました。お友だちとの関りや親以外の「先生」という大人と

の関わりがやはり園じゃないと出来ない貴重な経験なのかな

と実感しました。

・今年は運動会が出来て良かったです。先生が撮った写真が

見れなかったので、また別の日にでも流して頂けるとうれし

いです。購入できるといいと思います。

記録媒体の容量事情があり、運動会の写真を依然と同じ形で

玄関TVに流すことは出来ませんが、お申出頂いたら準備し

てお見せすることはできますのでお知らせください。

・日々の園での様子の写真を販売してほしいです。 ご要望にお応えできず申し訳ありませんが写真の販売は考え

ていません。HPなどに園生活の様子を掲載できるか検討し

ているところですのでもうしばらくお待ちください。

嬉しいお言葉をありがとうございます。職員の励みになりま

す。今後も子ども達が充実した園生活を送れるよう職員一同

頑張りますのでよろしくお願いします。

・こうして毎日安心して預けられるのは宮の森こども園の先

生方のおかげだと思っています。大変な世の中ですが、子ど

も達のためにいつもありがとうございます。これからの園で

の生活も楽しみです。

・いつもありがとうございます。

・毎日楽しく登園しています。ロフトが出来て登れるように

なった時はとても嬉しそうにしていました。園庭もどんどん

変化し、これからもとても楽しみです。子ども達の健やかな

発達を願い先生達の気持ちが伝わり嬉しく思っています。

・こども園から小学校とのかかわり方も重要かと思いますの

で、考える力を養わせて頂ければと思います。

小学校での学習の基礎を作るためには、幼児期に直接的な遊

びをたくさん経験することが有効ということが近年明らかに

なってきました。子どもは遊びを通して大人が驚くほど多く

のことを考えています。園では年齢が上がるにつれて、自分

の考えを言葉で周囲の人に伝えたり、相手の話を聞いたりす

ることも大切にしています。話したり聞いたりすることも今

後の学びに向かう力に大きく関わってくるそうです。

・寒い日にわざわざ泥遊びをさせないでほしい。風邪が治ら

なくて困っています。中央公園に行くなど考えてほしいで

す。

保育者は天候や気温の状況からその日にふさわしい遊びを提

案しますが、子どものやりたい気持ちも出来るだけ尊重した

いと考えています。

ただし、子どもが自分で体調を管理するのは難しいため、風

邪症状などで外遊びが出来ない場合は登園時に保育者にお伝

えいただくか、外遊びが可能な体調に回復してから登園させ

てください。

・保護者同士の関係も深めたいので親子レクなどあるといい

なと思いました。

各家庭、様々な理由で園を利用されていることもあり、保護

者の方に一斉に参加いただく機会を新たに設けることは今の

ところ難しいように思います。参観週間や懇談会などにご参

加いただきながら、つながりを深めて頂けたらと願っていま

す。保護者会行事の七夕祭りなどもお手伝い頂ける方は大歓

迎ですし、保護者の方同士の交流にもつながるかと思いま

す。

・参観日や懇談会が急に決まるので、１カ月前に決まること

はできないかなと思います。

新型コロナウィルス感染症の状況を見ながら決めていくこと

が多く、ご迷惑をお掛けしました。今後も予定変更を含め同

様の状況があるかもしれませんが、出来る限り早めにお伝え

するよう努めます。

・研修会やワークショップなど家庭の事情で夜に抜け出すこ

とが出来ず残念でした。参観週間などに行っていただけると

参加しやすいのかなと思いました。

研修会やワークショップは講師の予定も関係しており、今年

度については参観週間と合わせることは出来ませんでした。

来年度に向けて可能かどうか、今後検討してみます。


